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浜武しんいち国政報告会のお知らせ
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筑紫野市針摺東公民館（ゆめタウン駐車場横）

充
電

2014.01.01
TPPを考えるマレーシア・韓国・日本国際会議
（25.10.1於衆議院第一議員会館国際会議室）

共同記者会見後の歓迎晩餐会（パレスホテル東京）

浜武しんいちの略歴 (主たる事績／写真内)

昭和 40(1965)年 10 月 23 日・Ｂ型

東京都大田区出身

日佐小→山口小(昭 49・むさしケ丘団地に転居)   
→二日市中→東福岡高卒

21 才●工業デザイナー契約

21 才●久留米大学法学部法律学科入学(法哲学)

26 才●広告デザイン番組制作業開始

27 才●久留米大学卒業・政界へ

27 才●理数専門塾開講

29 才●筑紫野市議選次々点(626 票)

33 才●筑紫野市議選当選(1200 票)

37 才●筑紫野市議選二選(1581 票)

38 才●ラジオパーソナリィティ兼プロデューサー

39 才●衆議院議員補選落選(2857 票)

41 才●筑紫野市議選三選(1328 票)

45 才●筑紫野市長選落選(3764 票)

45 才●福岡県議会議員選落選(5422 票)

47 才●第 46 回衆議院議員総選挙落選(11213 票)

48 才●現在に至る(筑紫野市山口在住)

家族●妻・弘子(旧姓平山)

衆議院小選挙区福岡５選挙区
春日市・筑紫野市・大野城市・太宰府市・朝倉市

那珂川町・筑前町・東峰村

震災復興勝手連に参加
宮古→気仙沼→飯館村

イラク・バクダッド
グローバルレインボーシップ

人道的支援

サマーワにてオランダ兵と握手

中国内蒙古クプチ沙漠にて
日中植林活動に参加

公共施設の個人利用の拡大
子ども達に学習スペースを開放

図書館の開館時間の延長
紙媒体の「福岡県政だより」
創刊を原口県会議長(当時)に嘆願

市ホームページの開設
外国人英語講師の増員
少人数指導の導入
カラーアスファルトの普及

福祉バスの利便性改善
障がい者関連の条例整備
国保支払い回数を８回から９回へ
職員定数の削減
臨職／嘱託職員募集告知の統一

〈市議時代の主な事績〉
議員定数の削減
委員会議事録の導入
会派新聞の充実・会派条例立案
決算の迅速化、11月を９月議会で

浜

武

◆
意

見

書
の
と
り
ま
と

め
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？

行
政
◆
住
民
か
ら
の
意
見
書

に
対
し
て
、
見

解

書
を
設

置
業
者
が
作
成
し
、
（
完

成
ま
で
）
県
と
の
間
を
行
き

来
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

浜
武
◆
見
解
書
の
完
成
を
住

民
が
知
る
方

法
は
？

行
政
◆
意
見
を

出

さ
れ
た

方

に
（
そ
の
）
見

解

書
を
周

知
す
る
義

務
を
設

置

業

者

は
持
ち
ま
す
。
今
回
は
か
な

り
の
数
で
す
か
ら
、
全
戸
配

布
す
る
の
か
、

集

落

別
に

集
会
形
式
に
な
る
の
か
、
そ

れ
は
、
業

者
の
判

断
で
す

が
、
（
報
告
は
意
見
書
提

出
者
に
）
あ
り
ま
す
。

浜
武
◆
カ
ミ
ー
リ
ヤ
で
行
わ
れ

た
よ
う
な
集
ま
り
が
開
か
れ

な
い
事
は
な
い
で
す
よ
ね
？

行

政

◆
（
手

続
き
フ
ロ
ー
図

に
あ
る
、
見

解

書
の
説

明

会

等

）
条

例

通
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
前
で
も
約
束
さ
れ

た
の
で
。

浜

武

◆
筑

紫

野

市

長
の
意

見
書
の
提
出
は
？

行

政

◆
設

置

業

者
が
作

成

し
た
見

解

書
に
対
し
て
、

意
見
書
を
出
す
事
が
で
き
る
、

と
云
う
事
で
、
義

務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

浜
武
◆
と
云
う
事
は
、
筑
紫

野

市

長
が
意

見

書
を
出
さ

な
い
事
も
あ
り
で
す
か
？

行

政

◆
条

例
で
は
強

要
し
て

い
ま
せ
ん
。
あ
り
で
す
。

浜
武
◆
で
は
、
仮
に
筑
紫
野

市

長
が
意

見

書
を
出
し
た

場
合
、
効
力
は
あ
る
の
で
す

か
？
出
し
て
も
出
さ
な
く
て

も
い
い
の
で
す
か
ら
、
さ
ほ

ど
効

力
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

行
政
◆
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
効
力
が
な
い
も
の
を
条

例
に
書
き
ま
せ
ん
。
わ
ざ
わ

ざ
条

例
に
市

町

村
の
意

見

書

提

出

、

と
書
い
て

あ
る
の
で

す
か
ら
、

県
行
政
は
意
見
書
が
提
出

さ
れ
た
場

合

、
重
く
受
け

止
め
ま
す
。

浜
武
◆
市
長
が
反
対
と
意
見

書
に
書
い
た
ら
、
こ
れ
は
重

い
の
で
す
か
？

行

政

◆
我

々
は
条

文
を
そ
の

ま
ま
解
釈
し
、
お
話
し
し
て

い
ま
す
。
重
く
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山

家

産

業

廃

棄

物

施

設

報

告

総
選
挙
後
(二
○
一
三
・
九
・
二
○
)、
県
選
管
に
出
頭
す
る
事
が
あ
っ
た
の
で
、
県
行
政
に

面
会
を
求
め
、
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
廃
棄
物
対
策
課
で
私
の
得
た
情
報
で
す

私
は
議
員
会
館
で
「
原
発
反
対
と

言
う
人
は
い
る
が
、
大
多
数
の
国
民

は
常
識
的
な
判
断
を
し
て
、
何
も
言

わ
な
い
。
そ
の
空
気
を
読
め
な
い
と
、

ま
た
繰
り
返
す
（
落
選
す
る
）
よ
」

と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
実
態
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

六
ヶ
所
村
で
は
一
時
預
か
り
の
核
の

ゴ
ミ
を
電
力
会
社
本
社
の
自
治
体
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
決
議
を
し
、
核

の
ゴ
ミ
の
引
受
先
探
し
が
始
ま
る
事

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
筑
紫
野
市
で
は
震
災

瓦
礫
の
20
分
の
１
と
も
言
わ
れ
る
産

廃
（
は
っ
き
り
し
た
量
を
福
岡
県
は

公
表
し
な
い
）
が
水
源
の
上
流
域
に

あ
り
、
新
た
に
山
家
地
区
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ

入
り
廃
酸
や
有
毒
汚
泥
を
24
時
間
燃

や
す
施
設
が
計
画
さ

れ
、
住
民
は
必
死
に

反
対
し
て
い
ま
す
。

産
廃
で
猛
烈
な
反

対
な
の
で
す
か
ら
、

核
の
ゴ
ミ
だ
と
・
・

自
分
が
嫌
な
ら
、

他
人
も
嫌
。

核
の
ゴ
ミ
の
引
き

受
け
手
が
な
い
限
り
、

経
産
省
が
一
二
月
発

表
し
た
原
発
を
ベ
ー

ス
電
源
に
位
置
づ
け

る
方
針
は
絵
に
描
い

た
餅
。
弱
み
の
あ
る

自
治
体
住
民
の
涙
が

増
す
ば
か
り
で
す
。

参考追記◆除染費用の政府予算は１日１人当たり４万６千円。実際、業者から作業員に手渡されている金額は８千円である事が田中康夫氏と野田総理（当時）の会談（2012/10/22）で明らかになっています。
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